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ミンーピニルアルコール共重合体を，またこれらの低分子モデル化合物として， 1 ， 3ージアミノプロパ





重合活性との関連を明らかにした D さらに pH滴定により錯体生成定数を求め錯体生成における高分子
効果についても考察した。











第 4 章では，高分子金属錯体を用いるピニル重合の開始機構に関してさらに ESR スペクトル，グ
ラフト重合法などを用いて詳細に検討し，主な開始種を同定したo
結語は，本論文の総括で以上の結果をまとめて述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，いままで主として低分子金属錯体を中心に数多くの研究が行われてきたラジカル重合開
始系とは異なり，金属酵素の触媒活性に注目して一連の高分子金属錯体を用いるピニル重合の新しい
開始系を開発し，それを用いる重合開始機構を明らかにしたものである。特に窒素及び酸素配位子を
もっ合成高分子の銅錯体が大きい重合開始活性を示すこと，水中ではその開始活性が系の pH に依存
すること，水系での重合と，極性溶媒中での均一重合とでは錯体構造や開始機構が異なること，など
が明らかにされたほか，開始種が同定されるなど，一連の新しい知見を得ている。これらの開始系を
用いる重合反応の開始は，反応系の種類や条件を変えることによって容易に制御することが可能であ
り，高分子合成のための新しい開始系としての応用が期待される。
以上の結果は，高分子合成化学に数々の知見を与えるとともに新しい高分子触媒反応への道を聞い
たもので，学術的にも工業的にも寄与するところが大きいものと考えられる。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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